
いちごドリルプリント

飛鳥時代 名前

問1 飛鳥時代、聖徳太子が蘇我馬子と協力して政治改革を進める中で制定した、役人が守るべき道徳や政治の心得を示したきまりを何と呼ぶか。
（2024年 徳島県公立入試 類似）

1. 武家諸法度 2. 冠位十二階 3. 大宝律令 4. 十七条の憲法

問2 聖徳太子が「冠位十二階」を定めた目的として、当時の政治状況を踏まえた説明として最も適切なものはどれか。 （2020年 福岡県公立入試 類似）

1. キリスト教の布教を制限し、仏教
を唯一の国教として定めることで、
民衆の思想を統一するため。

2. 地方の有力な豪族に独自の徴税権
を与えることで、中央政府の財政負
担を軽減し、地方自治を促進するた
め。

3. 氏姓制度による世襲制の弊害を抑
え、個人の能力や功績に応じて人材
を登用することで天皇の権力を強め
るため。

4. 武士の忠誠心を高めるための階級
制度を整え、大陸からの侵攻に備え
た強力な軍事組織を構築するため。

問3 小野妹子が中国の王朝である隋へ派遣された際、聖徳太子は「日出づる処の天子、書を日没する処の天子に致す…」という内容の国書を持たせ
ました。この記述から読み取れる、当時の日本が隋に対してどのような外交姿勢をとろうとしていたか、最も適切なものを選びなさい。 （2021年

三重県公立入試 類似）

1. 隋の皇帝に対して臣下としての礼
を尽くし、称号を求める姿勢

2. 隋と対等な立場での国交を結び、
独自の地位を築こうとする姿勢

3. 隋の文化を拒絶し、日本独自の鎖
国体制を築こうとする姿勢

4. 隋の皇帝に従属し、周辺諸国の支
配権を認めてもらう姿勢

問4 飛鳥時代、法隆寺の建立など仏教を中心とした国づくりを進めた聖徳太子は、中国大陸を統一した王朝へ使節を派遣しました。この使節の名称
と、その代表として派遣された人物の正しい組み合わせを選んでください。 （2022年 和歌山県公立入試 類似）

1. 遣唐使 ― 小野妹子 2. 遣隋使 ― 小野妹子 3. 遣唐使 ― 鑑真 4. 遣隋使 ― 鑑真

問5 7世紀半ば、朝鮮半島の北部に高句麗、南東部に新羅、南西部に百済が位置していた時代、中大兄皇子らは、唐と新羅の連合軍によって滅ぼされ
た「半島の南西部に位置する国」を復興させるために大軍を派遣しました。この出来事に関連する戦いの名称として正しいものはどれですか。
（2026年 青森県公立入試 類似）

1. 壇ノ浦の戦い 2. 元寇 3. 刀伊の入寇 4. 白村江の戦い

問6 聖徳太子が定めた「冠位十二階」という制度は、それまでの豪族が家柄によって高い官職を独占していた政治の仕組みをどのように変えようと
したものですか。その意図として最も適切な説明を選びなさい。 （2021年 高知県公立入試 類似）

1. 大陸から伝わった仏教を広めるた
めに、僧侶に対して特別な色の冠を
授けようとした

2. 家柄に関わらず、個人の才能や功
績に応じて役人を登用し、天皇中心
の政治体制を整えようとした

3. 有力な豪族に対して、先祖代々の
功績に基づき永久に高い位を保証し
ようとした

4. 地方の反乱を抑えるために、武力
に優れた人物へ征夷大将軍の称号を
与えようとした

問7 聖徳太子が法隆寺を建立した背景には、仏教を政治の柱とする目的がありました。この時期、聖徳太子が天皇を中心とする国づくりを進めるた
めに行った政策として適切なものはどれですか。 （2024年 岐阜県公立入試 類似）

1. 全国の戸籍を作成し、農民に口分
田を割り当てる班田収授法を施行し
た。

2. 諸大名の勢力を統制するため、参
勤交代を義務付ける武家諸法度を制
定した。

3. 有力な御家人の力を抑えるため、
御成敗式目を定めて裁判の基準を示
した。

4. 家柄にとらわれず、才能や功績の
ある人物を役人に登用する冠位十二
階を定めた。

問8 飛鳥時代、推古天皇の摂政であった聖徳太子が、天皇を中心とする国づくりを進めるために制定した、役人が守るべき道徳的な心得を何といい
ますか。 （2018年 三重県公立入試 類似）

1. 十七条の憲法 2. 武家諸法度 3. 公事方御定書 4. 御成敗式目

問9 6世紀半ば、朝鮮半島南西部に位置していた国から、日本へ釈迦如来像や経典が贈られたことで、仏教が公式に伝えられました。このとき、日本
へ仏教を伝えた国の名称として正しいものを選びなさい。 （2023年 三重県公立入試 類似）

1. 新羅 2. 百済 3. 高句麗 4. 渤海

問10 飛鳥時代、聖徳太子が仏教や儒教の考え方を取り入れ、和を重んじることや三宝（仏・法・僧）を敬うこと、天皇の命令には必ず従うことなど
を定めた、役人の心得としての法を何といいますか。 （2023年 岐阜県公立入試 類似）

1. 大宝律令 2. 十七条の憲法 3. 冠位十二階 4. 御成敗式目

問11 聖徳太子が推古天皇の摂政として行った政治改革の一つで、家柄にとらわれず、個人の才能や功績に応じて位を与え、役人に取り立てる制度の
名称は何か。 （2018年 北海道公立入試 類似）

1. 十七条の憲法 2. 公地公民 3. 冠位十二階 4. 班田収授法

問12 聖徳太子が行った政治改革のうち、「詔（天皇の命令）を承けては必ず謹め」といった記述が含まれ、仏教を敬うことや官吏（役人）が守るべ
き道徳を示したものはどれですか。 （2018年 大分県公立入試 類似）

1. 冠位十二階 2. 十七条の憲法 3. 大宝律令 4. 五箇条の御誓文

問13 京都の広隆寺に安置されている「弥勒菩薩半跏思惟像」は、この時代の代表的な仏像です。この仏像が見られる文化の特徴について述べた説明
として、最も適切なものはどれか選びなさい。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. 中国の南北朝時代の文化の影響を
強く受け、法隆寺などの寺院が建立
された。

2. 唐の文化の影響を強く受け、国際
色豊かな特徴を持ち、聖武天皇の時
代に栄えた。

3. 力強い写実的な表現が特徴で、東
大寺南大門の金剛力士像などが制作
された。

4. 遣唐使が廃止されたあとに発展し
た、日本の風土や生活に合わせた貴
族中心の文化である。

問14 現在の奈良県明日香村周辺、当時の政治の中心地に建立された日本最古の本格的寺院について、その建立の背景や特徴を説明したものとして最
も適切なものはどれですか。 （2025年 東京都公立入試 類似）

1. 蘇我馬子が大陸の技師に学んで建
立し、瓦葺きの屋根や五重塔を備え
た新しい建築様式を日本に定着させ
た。

2. 鑑真が唐から来日した際に建立さ
れ、当時の最新の仏教教義を学ぶた
めの国立の寺院として機能した。

3. 聖徳太子が建立した世界最古の木
造建築物であり、法隆寺とともに飛
鳥文化を象徴する寺院である。

4. 平氏が権力を握った時代に、瀬戸
内海の海上交通の安全を祈願するた
めに大陸の技術を模して造られた。
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

十七条の憲法
聖徳太子が推古天皇の摂政を務めていた604年に制定されたと伝えられています。官僚（役人
）に対し、仏教や儒教の考え方を取り入れつつ、「和をもって貴しとなす」といった政治的な
道徳を説き、天皇の命令に従うべきであることを強調しました。

問2 答え 3
氏姓制度による世襲制の弊害を抑え、個人の
能力や功績に応じて人材を登用することで天
皇の権力を強めるため。

当時の日本は、有力な豪族が代々特定の官職を独占する氏姓制度が中心でした。聖徳太子は冠
位十二階を導入することで、家柄に関わらず有能な人材を政府の中枢に集め、天皇による統治
をより確実なものにしようと図りました。

問3 答え 2
隋と対等な立場での国交を結び、独自の地位
を築こうとする姿勢

聖徳太子は、当時の中国を中心とした国際秩序（冊封体制）に従うのではなく、日本を「日出
づる処」、隋を「日没する処」と表現し、双方の君主を「天子」と呼ぶことで、対等な立場で
外交を行おうとしました。これには、隋の力を背景にせずとも自立した国家であることを示す
意図がありました。

問4 答え 2
遣隋使 ― 小野妹子

聖徳太子が推古天皇の摂政として政治を行っていた7世紀初め、中国を統一していた王朝は隋
です。太子は、大陸の高度な文化や制度を取り入れるため、607年に小野妹子を使節として派
遣しました。鑑真は奈良時代に唐から日本へ渡った高僧であり、時代や背景が異なります。

問5 答え 4
白村江の戦い

中大兄皇子（のちの天智天皇）は、友好関係にあった百済を再興させるために朝鮮半島へ軍を
送りました。しかし、663年に白村江で唐・新羅の連合軍に大敗を喫しました。この敗北によ
り、日本は唐・新羅による日本への侵攻を警戒し、九州に水城を築いたり、対馬や九州に防人
を配置したりするなど、防衛体制の強化を急ぐことになりました。

問6 答え 2
家柄に関わらず、個人の才能や功績に応じて
役人を登用し、天皇中心の政治体制を整えよ
うとした

それまでの日本は、氏姓制度によって特定の豪族が世襲的に高い地位を占めていた。聖徳太子
は、天皇を中心とした中央集権的な国家を作るため、家柄ではなく個人の能力や実績を評価す
る「冠位十二階」を導入した。これにより、優れた人材を政府に集めることが可能になり、官
僚組織の基礎が築かれた。冠の色で位階を区別する視覚的な序列化も行われた。

問7 答え 4
家柄にとらわれず、才能や功績のある人物を
役人に登用する冠位十二階を定めた。

聖徳太子は推古天皇の摂政として、仏教の精神を重んじながら天皇中心の政治体制を整えよう
としました。冠位十二階によって氏姓制度に縛られない人材登用を行い、十七条の憲法によっ
て役人の心得を説くなど、法隆寺の建立と並行して中央集権的な国家の基盤づくりを進めまし
た。

問8 答え 1
十七条の憲法

聖徳太子は、有力な豪族たちが勢力争いを続けていた当時の状況を改善し、天皇を中心とした
中央集権体制を築くことを目指しました。そのために、儒教や仏教の教えを取り入れながら、
役人としての心構えを説いたこの法を定めました。選択肢にある他の法は、鎌倉時代の武士の
ための法（御成敗式目）や江戸時代の大名・裁判のための法であり、時代や対象が異なります
。

問9 答え 2
百済

6世紀半ば（538年または552年とされる）に、百済の聖明王から日本の欽明天皇へ仏像や経
典が献上されたことが、日本への仏教公伝の始まりです。百済は当時、大陸の文化を日本に伝
える重要な窓口となっていました。他の選択肢のうち、高句麗は半島北部、新羅は半島東部に
位置していた国であり、渤海はのちに中国東北部で興った国です。

問1
0

答え 2
十七条の憲法

聖徳太子は、豪族たちが対立していた状況を背景に、役人としての道徳的な心得を示すことで
天皇中心の国づくりを進めようとしました。この法の中では、仏教や儒教の思想が色濃く反映
されており、組織の和や天皇への服従が強調されています。

問1
1

答え 3
冠位十二階

才能や功績に応じて冠の色で位を分けた制度は冠位十二階である。これにより、従来の氏姓制
度にとらわれず有能な人物が登用される道が開かれた。十七条の憲法は「和を以て貴しとなす
」など役人の心構えを示したものである。

問1
2

答え 2
十七条の憲法

604年に制定された十七条の憲法は、日本最初の成文法としての性格を持ちますが、現代の法
律とは異なり、役人が政治を行う上での「心得」を説いたものです。同じく聖徳太子の政策で
ある冠位十二階は「個人の才能を評価する制度」であり、この憲法とあわせて天皇中心の政治
を支える基盤となりました。

問1
3

答え 1
中国の南北朝時代の文化の影響を強く受け、
法隆寺などの寺院が建立された。

広隆寺の弥勒菩薩像は飛鳥文化を代表する仏像の一つです。飛鳥文化は、大陸との交流を通じ
て伝えられた仏教を中心として発展しました。選択肢にある「唐の影響」は奈良時代の天平文
化、「遣唐使廃止後」は平安時代の国風文化、「写実的な表現」は鎌倉時代の文化の特徴を説
明したものです。

問1
4

答え 1
蘇我馬子が大陸の技師に学んで建立し、瓦葺
きの屋根や五重塔を備えた新しい建築様式を
日本に定着させた。

この寺院は、百済（朝鮮半島）などから招かれた瓦職人や寺工といった専門技師たちの指導に
よって造られました。それまでの古墳築造に代わり、寺院の建立が権力者の新たな権威の象徴
となり、日本の建築技術を大きく飛躍させるきっかけとなりました。


